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Ⅰ 指針の策定にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１ 生涯学習とは 

 

「生涯学習」は、平成１８年の教育基本法改正に伴い、その理念「国民一人一人が、

自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あら

ゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすこ

とのできる社会の実現が図られなければならない。」（第３条）が示されました。 

また、平成２０年、中央教育審議会の答申「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興

方策について～知の循環型社会の構築を目指して～」において、教育基本法改正によ

る「生涯学習の理念」、「家庭教育」(第１０条)、「社会教育」（第１２条）、「学校、家

庭及び地域住民等の相互の連携協力」（第１３条）等の規定の充実を踏まえ、新しい時

代に対応した自立した個人や地域社会の形成に向けた生涯学習・社会教育の必要性・

重要性をあげ、国民一人一人の生涯を通じた学習への支援と社会全体の教育力の向上

の方策をもって、学習成果の活用と新たな学習の需要を生むという「知の循環型社会」

の構築が提言されています。 

そして、平成３０年の中央教育審議会「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた

社会教育の振興方策について（答申）」では、地域における社会教育が目指すものとし

て、持続可能な社会づくりを進めるために、住民自らが担い手として地域運営に主体

的に関わることと、誰もが生涯にわたり必要な学習を行い、その成果を生かすことの

できる生涯学習社会の実現に向けた取り組みの必要性が示されました。さらに、個人

の成長と地域社会の発展の双方に重要な役割と意義を持つ社会教育が基盤となり「人

づくり」「つながりづくり」「地域づくり」の好循環を目指すこととされました。 

さらに、令和４年の中央教育審議会生涯学習分科会における「第１１期中央教育審

議会生涯学習分科会における議論の整理～全ての人のウェルビーイング※１を実現す

る、 共に学び支えあう生涯学習・社会教育に向けて～」では、今後の生涯学習・社会

教育の振興方策として、「公民館等の社会教育施設機能強化、デジタル社会への対応」

「社会教育人材の養成、活躍機会の拡充」「地域と学校の連携・協働の推進」「リカレ

ント教育※２の推進」「多様な障害に対応した生涯学習の推進」が示されました。 

 

 

 

  

※１～※２は、Ｐ１６～１８の用語解説を参照ください。 
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２ 桶川市生涯学習振興の取り組み 

  

（１）取り組みの経過 

桶川市は、生涯学習の振興に向け、全国の市町村の中では比較的早い時期から取り

組みを行ってきました。 

平成３年１０月、庁内に「企画会議」を設置し、７つの研究部会（調査・ボランテ

ィア・学校との連携・企画調整・人財バンク・情報・国際）を置き、テーマ別に研究

を重ねました。この成果をもとに平成４年９月、教育長及び部長級職員、学校長など

１４名からなる「連絡会議」を設置し、生涯学習関連事業の連絡調整と学習情報の集

約に関する事項及び生涯学習推進に関する事項について審議することとしました。行

政内の推進体制を整備した後、平成５年２月には市長、助役、収入役、教育長、議会・

ＰＴＡ連合会等各団体代表、有識者など１２名による「推進会議」を設置、さらに同

年６月に公募市民などと教育次長を含む２９名による「市民代表者会議」が設置され

ました。この間（平成４～５年度）、文部省（現、文部科学省）の「生涯学習まちづく

りモデル市町村事業」として全市をあげて生涯学習の振興に取り組みました。 

これらの取り組みを経て、住民意識調査や生涯学習関連事業の実態把握などをもと

に基本構想・基本計画策定のための調査研究を行い、さらに平成３年３月に策定され

た「桶川市第三次総合振興計画」の将来都市像「県央の生活文化都市ＮＥＷ桶川」を

めざし、平成６年３月、『桶川市生涯学習推進基本構想・基本計画「生涯学習コミュニ

ティ―桶川み・ら・い塾 桶川発“智求号”―輝くライフステージの創造をめざして」』

は策定されました。この中では生涯学習を推進する目的として大きく２つ、①市民自

らが、自己の充実と生活の向上を目指す生涯学習、②学習の成果をもって社会参加が

できる生涯学習コミュニティの形成、を掲げています。 

平成７年度には推進組織の効率化を図り、従来の４つの推進組織を「推進会議」と

「連絡会議」の２つに統合し、さらに平成１１年度、計画の策定及び具体的・効果的

な推進を目指し、組織体制を市長、教育長、団体代表者及び民間教育団体の代表者又

は団体及び民間教育団体が推薦した者等からなる「生涯学習推進会議」と「庁内連絡

会議」とに再編しました。 

 平成１３年３月、市民実態調査及び事業進捗度評価調査を行い、これらに基づき「生

涯学習推進会議」及び「庁内連絡会議」の場で検討審議を行い、『第二次桶川市生涯学

習推進基本構想・基本計画』は策定されました。この中では「生涯学習が市民に浸透

してきたことから、市民の自主性を最大限に尊重し、その学習を支援していくという

方向に転換し、施策の展開を図る」として、基本構想に「つながり、ひろがり、市民

が生き生きと豊かに暮らせる生涯学習の推進」を掲げました。平成１８年３月、市の

第四次総合振興計画が前期基本計画から後期へと移行することに合わせ、生涯学習基

３ 



 

本計画も見直しが行われ、後期基本計画が策定されました。 

 平成２３年３月、第二次計画の基本構想を継承してさらに生涯学習社会の充実に向

けた施策を進めるため、『第三次桶川市生涯学習推進基本構想・前期基本計画』が策定

されました。令和２年度までの基本構想には「つながり、ひろがり、市民が生き生き

と心豊かに暮らせる生涯学習の推進」を掲げ、平成２３年度から５か年の前期基本計

画では８９事業（所管課単位では９９）が計画されました。 

その後、平成２７年５月に「生きる力を育み未来へはばたく桶川の教育」を基本理

念とし、６つの柱を基本目標に掲げた、「桶川市教育大綱」を教育委員会が策定、さら

に「第三次桶川市生涯学習推進基本構想・前期基本計画」の終了年度にあたる平成２

８年２月に事業進捗状況調査を実施しました。同年４月には「桶川市第五次総合振興

計画 後期基本計画」が策定され、「だれもが主役の桶川をつくる【参画・協働】」「生

きる力を育み次代に繋げる桶川をつくる【教育・文化】」などを施策の大綱としまし

た。 

そして、将来像「学び豊かな 笑顔あふれる 幸せ未来都市 おけがわ」の実現に向け

て、令和５年３月に「第六次総合計画」に引き継がれ、【教育・文化】に関する分野と

して「生きる力と豊かな心を育む 桶川」を政策としたところです。また、令和６年

３月には「桶川市教育大綱」「桶川市教育振興基本計画」が策定され、基本方針５「生

涯にわたる学びとスポーツの支援」にて施策がまとめられたところです。 
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H3年4月 桶川市第三次総合振興計画

H6年3月 桶川市生涯学習推進基本構想・基本計画
基本構想： 生涯学習コミュニティ―桶川み・ら・い塾

期　間： 構想　H6～22年度 計画　H6～12年度

H13年3月 第二次桶川市生涯学習推進基本構想・基本計画
基本構想：

期　間： 構想　H13～22年度 計画　H13～17年度

H13年9月 桶川市第四次総合振興計画

H18年3月 桶川市第四次総合振興計画　後期基本計画

H18年3月 第二次桶川市生涯学習基本構想・後期基本計画
期　間： 計画　H18～22年度

H18年12月教育基本法改正（第３条 生涯学習の理念）

H23年3月 第三次桶川市生涯学習基本構想・前期基本計画
基本構想：

期　間： 構想　H23～32年度 計画　H23～27年度

H23年4月 桶川市第五次総合振興計画

H25年3月 埼玉県生涯学習推進指針 策定
H27年5月 桶川市教育大綱 策定

H28年4月 桶川市第五次総合振興計画・後期計画

H30年4月 桶川市生涯学習推進指針

R5年4月 桶川市第六次総合計画

R6年3月 桶川市教育大綱　桶川市教育振興基本計画策定

R7年4月 桶川市生涯学習推進指針　改定

つながり、ひろがり、市民が生き生きと心豊かに暮らせる生涯学習の推進

・第一次、第二次計画を踏まえ、さらに学習環境整備を進めるとともに、市民の多
様なニーズに柔軟に対応していけるよう、多様な連携も考慮しながら学習機会の
提供事業の充実を図る

・「生涯学習」が市民に浸透してきたことから、市民の自主性を最大限に尊重し、
その学習を支援していくという方向に転換し、施策の展開を図る

桶川発”智求号”―輝くライフステージの創造をめざして

・市民自らが、自己の充実と生活の向上を目指す生涯学習
・学習の成果を持って社会参加ができる生涯学習コミュニティの形成

つながり、ひろがり、市民が生き生きと豊かに暮らせる生涯学習の推進

桶川市生涯学習推進の取り組み経過一覧 
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（２）基本計画から推進指針へ転換 

「第三次桶川市生涯学習推進基本構想・基本計画」については、令和２年度までの

基本構想の前期計画を５年間でほぼ達成したことから、後期計画を策定するにあたり、

新たな課題を見出して取り組みを再構築することで、基本構想・基本計画を維持する

ことも考えられました。 

しかし、埼玉県は、平成２５年３月にそれまでの埼玉県生涯学習推進計画を生涯学

習推進指針へと転換を図ることで、計画ではなく指針として生涯学習事業を展開して

いく体制を作ったことに加え、同様の流れが他の自治体でも多くみられるようになり

ました。 

また、桶川市は平成２７年４月に桶川市教育大綱を策定し、教育に関する事業内容

に数値等の具体的目標を掲げながら、毎年取り組みを点検し、事業を評価、改善して

いく体制をつくりましたが、この中に示された６つの柱の中の事業には、生涯学習推

進計画の項目立てと密接につながり、目的を同じくする取り組みが多くみられます。 

そこで、生涯学習を取り巻く社会の大きな潮流の変化に対応すべく、「桶川市生涯

学習推進基本構想・基本計画」＝“智求号”も平成３０年４月に計画から桶川市生涯

学習推進指針へと方向転換を行いました。 

 

（３）推進指針の改定（更新） 

埼玉県生涯学習推進指針は平成２５年度からの生涯学習の分野における基本的な

考えや方向性を示したもので、１０年先を見据えた生涯学習社会の実現を目指したも

のです。指針が策定されてから１０年余りが経過する中で、新型コロナウイルス感染

症の世界的流行や、気候変動に伴う激甚災害、デジタル技術の急速な進展など、策定

時点では予期できなかった変化や課題が生じている中、誰もが自分らしく学ぶことが

できる生涯学習社会を実現するため、「人づくりを支える」「つながりづくりを支える」

「地域づくりを支える」の３つを柱として、埼玉県は令和５年３月に指針の改定を行

いました。 

この他にも、平成２７年９月の国連サミットにおいて、「誰一人取り残さない」持続

可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標として、ＳＤＧｓ『Sustainable 

Development Goals（サステナブル ディベロップメント ゴールズ）の略。持続可能

な開発目標。』が全会一致で採択されました。開発途上国のみならず、我が国を含む各

国において、令和１２年までの目標達成に向けた積極的な取り組みが進められており、

桶川市第六次総合計画における基本構想に掲げる将来像「学び豊かな 笑顔あふれる 

幸せ未来都市 おけがわ」の実現にあたっては、基本計画に掲げる諸施策とＳＤＧｓ

の 関係を明示し、一体的な推進を図っています。 

 このような状況を踏まえ、これまでの「桶川市生涯学習推進指針」を継承しつつ、

持続可能な生涯学習社会を実現するために指針の改定（更新）を行います。 

６ 



 

７ 

 

 

 

 

Ⅱ 目的・位置づけ・役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１ 策定の目的 

 

すでにみてきたように、桶川市において、最初に「基本構想・計画」を策定した平

成６年当時、世間一般にも「生涯学習」といったものが確立していなかったことから、

その推進目的を①市民自らが、自己の充実と生活の向上を目指す生涯学習②学習の成

果をもって社会参加ができる生涯学習コミュニティの形成、としていました。 

その後、推進目的の①については、平成１３年３月の「第二次基本構想・計画」策

定にあたり行った事業進捗評価及び「桶川市生涯学習に関する市民実態調査」に基づ

き『「生涯学習」が市民に浸透してきたことから、市民の自主性を最大限に尊重し、そ

の学習を支援していくという方向に転換し、施策の展開を図る』こととなり、さらに

平成２３年３月に策定された「第三次基本構想・計画」において、「市民の学習を支え

るという観点から、これまで築いてきた学習資源、事業の実施方法等を土台として、

さらに学習環境整備を進めるとともに、その時々の社会環境の中で生まれる市民の多

様なニーズに柔軟に対応していけるよう、多様な連携も考慮しながら学習機会提供事

業の充実を図る」こととしてきました。 

一方②については、平成１５年の桶川市の機構改革に伴う自治文化課の創設、平成

２１年１１月策定の「桶川市協働のまちづくり指針」、さらには平成２５年３月制定

の「桶川市協働推進条例」へと引き継がれています。 

「桶川市生涯学習推進指針」は、これまで三次にわたる生涯学習基本構想・基本計

画による成果を踏まえ、さらに桶川市の生涯学習を推進していくためのあり方を含め

た基本的な方向性・考え方を示すために策定したもので、国や県、桶川市の諸計画や

社会情勢等の変化を踏まえ、適宜改定（更新）を行っていきます。 

 

２ 位置づけと役割 

 

桶川市は、「学び豊かな 笑顔あふれる 幸せ未来都市 おけがわ」を将来像とす

る「桶川市第六次総合計画」の実現に向けて、まちづくりの方向性として定めた５つ

の施策の１つに「生きる力と豊かな心を育む 桶川【教育・文化】」を掲げています。 

そして、「生きる力を育み未来へはばたく桶川の教育」を基本理念とする「桶川市教

育大綱」においては、６つの基本方針の１つに「生涯にわたる学びとスポーツの支援」

を掲げています。 

生涯学習推進指針は、「桶川市第六次総合計画」、「桶川市教育大綱」と整合性を図

り、「桶川市教育振興基本計画」の基本方針に沿って、「生涯にわたる学びとスポーツ

の支援」の施策である「生涯学習の推進」、「多様な学習や活動の機会の充実」、「スポ

ーツレクリエーション活動の普及」に取り組み、その実施状況について、点検評価を

行っていきます。 
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桶川市教育大綱・桶川市教育振興基本計画 

 

 

 

 

《基本理念》 

生きる力を育み 未来へはばたく桶川の教育 

第六次総合計画 

 

 

 

 

 

～施策の大綱～ 

《将来像》 

「学び豊かな 笑顔あふれる 幸せ未来都市 おけがわ」 

生きる力と豊かな心を育む 桶川 【教育・文化に関する分野】 

桶川市教育振興基本計画 ～基本方針５ 生涯にわたる学びとスポーツの支援～ 

施策１ 生涯学習の推進 

施策２ 多様な学習や活動の機会の充実 

施策３ スポーツ・レクリエーション活動の普及 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桶川市生涯学習推進指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

《位置づけと役割》 

だれもが ともに学び  

   笑顔でつながるまち おけがわ 

推進 
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Ⅲ 生涯学習を推進するための方針 
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１ 生涯学習推進指針 

 

桶川市第六次総合計画の将来像「学び豊かな 笑顔あふれる 幸せ未来都市 おけがわ」

に基づき、桶川市教育大綱の基本理念である「生きる力を育み 未来へはばたく 桶川の

教育」をめざすため 

 

だれもが ともに学
まな

び  

    笑顔
え が お

でつながるまち おけがわ 
 

 

を生涯学習推進の指針とします。 

 

本指針は、桶川市が平成５年度から「生涯学習コミュニティ ― 桶川み・ら・

い（みんな・らいふ・いきいき）塾」に着手し、「つながり、ひろがり、市民が

いきいきと心豊かに暮らせる生涯学習の推進」から「だれもが 自由にいきい

きと学び次代につながっていくまち おけがわ」へと積み重ねてきた桶川市の

生涯学習推進のコンセプトを踏まえ、さらに推し進めるためのスローガンです。 

本指針のスローガンにある「つながる」は、平成１３年３月に策定した『第

二次桶川市生涯学習推進基本構想・基本計画』から今回の指針に至るまで採用

されている言葉です。これからの生涯学習では、同じ趣味や考えの人同士のつ

ながりに加えて、世代や文化が違う人同士のつながりが大切になってきます。

生涯学習を通じて豊かな心を育み、笑顔でつながり合い、まち全体が活気にあ

ふれていく“おけがわ”をイメージすることができます。 

 

 

 

 

 

１１ 



 

 

（１）生涯学習の理念に基づいて 

教育基本法第３条（生涯学習の理念）に基づき、この本指針の「だれもが ともに

学び 笑顔でつながるまち おけがわ」を捉えると、次のようになります。 

 

（２）本指針 ３つの柱から 

柱Ⅰ：「だれもが」 

年齢（子どもから高齢者まで）や性別、国籍、障がいのあるなしにかかわらず、全

ての人が主役となって学習の機会を持つことが基本となります。 

 

〈理念〉 一人一人が自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができる 社会の 

 実現 

 

・わたしたちは生まれるとすぐに家庭教育を中心として学習を始め、学校に通い、や

がて地域社会でいろいろな学習機会に出会います。 

・子どもたちが社会生活に必要な基本的な生活習慣を身につけ、豊かな心を育むため

に、親子のふれあい、同年齢・異年齢の子どもたちの遊び、自然とのふれあい、地

域行事・地域活動への参加など、様々な生涯学習が必要となります。 

・社会人が新たな知識やスキルを身につけるためのリカレント教育※２（再掲）により、

生き方や働き方の選択肢を増やし、人生の幅を広げます。また、ワーク・ライフ・

バランス※３の推進により自分を主役とし、一人一人の生活スタイルにあわせた生

きがいを得られるようにするためには、生涯学習の役割が重要となります。 

・長寿社会を迎え、また人生１００年時代※４を前提としたセカンドステージ※５を生

涯学習により豊かなものにしていく必要があり、全ての人が自ら有する知識や経験

を社会に還元する主役になります。 

・男女共同参画社会の推進のため、子どもから大人までの全ての年代で、男女がとも

に責任を分かち合い、一人一人がその意欲と能力に応じて様々な分野に参加できる

よう理解を深めていく必要があります。そのために、生涯学習の機会を通じて情報

提供や意識啓発を図ることが重要となります。 

 

柱Ⅱ：「ともに学び」 

一人一人が孤立することなく、世代を超えて、様々な人々と交流しながら、互いを

尊重し、共生しながら学び、成長していくことを意味します。 

 

〈理念〉 その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所においてともに学

習することができる 社会の実現 

 

・学習情報の提供・ホームページ等を活用した情報発信、学習相談の充実。 

 ・文化・スポーツ・人権・福祉・健康・環境・グローバル化※６などの様々な分野や

新しい課題に関する学習の推進。 

１２ 



 

 

・一方的な講義形式の教育ではなく、体験型（参加型）の学習形式の導入。 

・オンラインやデジタルコンテンツを活用しての学習。 

・ライフステージ※７（幼少期～高齢期）に応じた学習機会の提供。 

・生きがいとなるような趣味、特技等の発見。 

・生涯学習によるウェルビーイング※１（再掲）の実現。 

 

柱Ⅲ：「笑顔でつながるまち」 

世代や文化などの様々な違いをこえて、誰もが笑顔でつながり合い、それを継承し

ていくことで、豊かなおけがわの未来を作っていくことを意味します。 

 

〈理念〉 その成果を適切に生かすことができる 社会の実現 

 

・出会いの創出。 

・つどいの場の充実。 

・地域間、組織間といった横のつながり。 

・年代、文化、伝統といった縦のつながり。 

・個人の気づきや経験を見出せるような交流の場の提供。 

・個人の特技や技術を生かした学習活動の周知など。 

 

（３）目指すべきゴールへ 

第六次総合計画の将来像「学び豊かな 笑顔あふれる 幸せ未来都市 おけがわ」に

つながっていきます。 

 

・一人一人が豊かな創造性を育む。 

・子どもから大人まで誰もが学び続ける。 

・学びによる成果を人づくり、地域づくり、さらにまちの魅力や活力の維持・向上へ

とつなげる。 

・つながりが生む継承からの持続可能な社会の実現 

 

  

１３ 

 

※１～※７は、Ｐ１５～１７の用語解説を参照ください。 



 

 

２ 指針の実現に向けて 

 

（１）進行管理 

本指針は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条による教育委員会が

行った点検及び評価の結果によって確認を行うとともに、桶川市の最上位計画である

第６次総合計画による進行管理、桶川市教育振興基本計画を始めとする各種計画の実

施状況により推進を図っていきます。また、合わせて生涯学習推進会議において検証し

ていきます。 

 

（２）指針の見直し 

 本指針は、市の総合計画と整合を図るとともに、国の動向や埼玉県あるいは他の自治

体の取り組み状況、進行管理による評価等を勘案し、必要に応じ適宜見直すこととしま

す。 
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用語解説 

 

※１ ウェルビーイング 

現代的社会福祉事業の達成目標として、個人の権利や自己実現が保障され、身体的、

精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念。１９４６年の世界保健機関

（ＷＨＯ）憲章草案において、「健康」を定義する記述の中で「良好な状態（ウェルビ

ーイング）」として用いられた。 

 

※２ リカレント教育 

社会人になってからも、学校などの教育機関に戻り、学習し、また社会へ出ていくと

いうことを生涯続けることができる教育システムを指す。リカレントには、繰り返しや

循環といった意味があり、回帰教育、循環教育と訳されることもある。また、「学び直

し」と表現されることもある。 

 リカレント教育は、スウェーデンの経済学者ゴスタ・レーンが提唱し、１９７０年代

には、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）が推進する生涯教育の一形態となった。 

 

※３ 人生１００年時代 

 ある海外の研究では、２００７年に日本で生まれた子供の半数が１０７歳より長く

生きると推計されており、日本は健康寿命が世界一の長寿社会を迎えています。１００

年という長い期間をより充実したものにするためには、幼児教育から小・中・高等学校

教育、大学教育、更には社会人の学び直しに至るまで、生涯にわたる学習が重要です。

人生１００年時代に、高齢者から若者まで、全ての国民に活躍の場があり、全ての人が

元気に活躍し続けられる社会、安心して暮らすことのできる社会をつくることが重要

な課題となっています。 

 

 

 

【参考資料】 
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※４ セカンドステージ 

一般的に会社等の定年退職後の人生（自由になる時間） 

 長寿社会の到来により、セカンドステージを自ら設計し主体的に生きること（人生の

セカンドステージを「生きる力」）が求められている。そのためには、健康で生きがい

のある生活の実現、経済的自立、複雑・高度化する現代社会への適切な対処、社会参画

による地域との絆構築など、人生の様々なステージに応じて、継続的に学ぶことが必要

不可欠となっている。 

 

※５ ワーク・ライフ・バランス 

仕事とプライベートな生活を調和させるためになされる様々な施策。１９８０年代

末に英米で使われ始めた。この言葉は、企業経営の文脈では、労働者の生産性を高める

ために労働者の私生活の充実に配慮するという意味で使われる。一方、政府などの労働

政策、家族政策の文脈で使用されるときは、働く人の心身の健康を守り、家庭生活を充

実させるために実施される様々な施策が「ワーク・ライフ・バランス」の意味となる。

特に日本では、正社員の長時間労働やサービス残業、過労死などが社会問題となり、ま

た、少子化の深刻化などによって、仕事と家庭のバランスがとれていない状況にあると

の指摘が強かった。そこで、２００６年ごろから、少子化対策や男女共同参画の推進の

ための切り札として期待され、政府や自治体が政策的にも推進するようになった。 

 

※６ グローバル化 

これまで存在した国家、地域などタテ割りの境界を超え、地球が 1 つの単位になる

変動の趨勢や過程。グローブとは、球体としての地球の意味。1970 年代、地球環境が

人類的課題だという意識が生まれたことなどから広く使われるようになった。冷戦期

には、東西分断を超える人類的視点をグローバルと呼び、世界平和を志向する用語。こ

うして、国家ではなく人類の視点から、環境破壊、戦争、貧困などの地球的問題に取り

組む「グローバルに考えて、ローカルに行動する」という標語も広まった。 
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※７ ライフステージ 

 人間の一生において節目となる出来事(出生、入学、卒業、就職、結婚、出産、子育

て、退職等)によって区分される生活環境の段階のことをいう。 

それぞれの段階は連続性があるものの、節目によって、次の段階の生活環境や

“生き方”は大きく変容し、場合によっては、環境に適応するために生活スタイルや考

え方、仕事の仕方等、様々なものを変化させる必要が出てくる。 

１７ 

https://kotobank.jp/word/%E7%AF%80%E7%9B%AE-548509
https://kotobank.jp/word/%E9%80%80%E8%81%B7-179273
https://kotobank.jp/word/%E7%94%9F%E6%B4%BB%E7%92%B0%E5%A2%83-686461
https://kotobank.jp/word/%E7%94%9F%E3%81%8D%E6%96%B9-431184


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桶川市生涯学習推進指針 

(令和７年４月) 

 

発 行：桶 川 市 

編 集：桶川市教育委員会 

埼玉県桶川市泉一丁目３番２８号 

電話：０４８（７８６）３２１１ 

 

 

 

 

 

 


